


～　企業主導型保育施設を利用される(利用中の)方へ　～
１　子どものための教育・保育給付支給認定証の発行について
[bookmark: _Hlk184292492]子どものための教育・保育給付支給認定証(以下、認定証とする)を発行するためには、施設利用開始日までに練馬区へ保育の必
要性の認定を申請する必要があります。教育・保育給付認定申請書①②、父母の保育を必要とする事由が確認できる書類(下表に
[bookmark: _Hlk183007957]該当する書類)を、施設利用開始日までに保育課保育認定係へご提出ください。
※　必ず施設と保護者間で入園手続きを済ませてから認定申請をしてください。
※　申請書等を受理後、認定通知書と認定証を発行するのに２週間ほどかかります。
※　施設利用開始日を過ぎてからの申請の場合、提出書類を練馬区で受理した日からの認定となります。
施設利用開始日に遡及して認定することはできません。[image: ]
２　育休中の申請について
認定申請はできますが、原則入園月中の復職が必須となり、復職できなかった場合は認定取り消しとなります。
※　育児休業取得前から就労しながら同一保育施設を利用している場合や、育児休業取得中に既に利用している保育園等を３
月末に卒園となる場合(例：受入上限が２歳児クラス以下の保育施設からの卒園)は、例外的に認定できる場合があります。
３　３号から２号認定への切替申請について                                                                           教育・保育給付認定申請書①②、父母の保育を必要とする事由が確認できる書類(上表に該当する書類)を、３号認定の認定期
限日を迎える前に、保育課保育認定係までご提出ください。
[image: QRコード]４　提出方法について
1 郵送：〒176-8501　練馬区豊玉北６－１２－１　練馬区保育課保育認定係
2 窓口：練馬区 保育課 保育認定係 （練馬区役所本庁舎１０階）オンライン申請用LoGoフォーム

：各総合福祉事務所相談係（光が丘、石神井、大泉）
※受付時間：平日の８時３０分～１７時１５分
[image: \\nerima.local\課共有\こども家庭部\保育課\010保育認定係\WWW_保育システムに移すもの・もらうもの\QR_834122.png]③　オンライン申請：右の二次元コードから開くことができます。
【練馬区公式ホームページ】https://www.city.nerima.tokyo.jp/　　　　　　　　　　　保育園等申込書および各種書類ダウンロード

	右の二次元コードを読み込むと区ホームページにアクセスでき、子どものための教育・保育給付認定の申請に必要な書類のうち、区の様式（『就労証明書』等）をダウンロードすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





【問い合わせ先】練馬区こども家庭部保育課保育認定係　℡０３－５９８４－１４７９
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認定の有効期間 保育必要量 添付書類等

就労

月12日以上、かつ、1日4時間以

上の就労が常態である場合

※正社員・パート・アルバイトな

どの雇用形態は不問。

就労している期間

標準時間

または

短時間

・『就労証明書』

（自営業の方は、『就労証明書』に加えて、直近の確定

申告書【第一表、第二表】の控えのコピー、または、開

業届・営業許可証、履歴事項全部証明書　など）

妊娠

出産

出産のため保育が困難である場合

出産(予定)日の２か月

前の月の初日から、出

産日から起算して８週

間を経過する日の翌日

が属する月の末日まで

標準時間

・母子健康手帳の分娩予定日を記載したページのコピー

（練馬区の場合P.4）

疾病

負傷

障害

入院、精神性の疾病、その他の通

院や自宅安静が必要で保育が困難

である場合、障害者手帳(身体１

～４級、愛の手帳・療育手帳１～

4度、精神１～３級)等の交付を受

けている場合

保育を必要とする期間 標準時間

・診断書（家庭で保育できない旨や療養期間（見込み）

が記載されたもの）または障害者手帳等のコピー

※カード式の各手帳をお持ちの場合はカードの両面をコ

ピーしてご提出ください。

介護

看護

月４８時間以上の介護・看護が常

態である場合

保育を必要とする期間

標準時間

または

短時間

・『介護・看護状況申告書』および被介護者に関する

書類（障害者手帳のコピー等）

求職

活動

月12日以上、かつ、1日4時間以

上の求職活動が常態である場合

３か月間 標準時間

・添付書類なし

※申請書②の求職活動状況をご記入ください。

就学

月12日以上、かつ、1日4時間以

上の就学が常態である場合

卒業または修了予定日

の属する月の末日まで

標準時間

または

短時間

・『就学状況申告書』

　または在学証明書（学生証）および時間割のコピー

※原則として、学校教育法に定める教育機関および職業

訓練施設に限ります。

認定事由
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